
特集：「株式会社が、まちづくり？」
（7月31日：高田の星にて撮影）
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秋
の
大
和
高
田
の
お
祭
り
と
い
え
ば
、「
お
か
げ
祭
り
」

で
す
ね
。
会
場
と
な
る
、
近
鉄
高
田
市
駅
周
辺
に
は
、

４
つ
の
商
店
街
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
商
店
街
が
集
ま
っ

て
、
10
年
前
に
「
片
塩
振
興
協
議
会
（
会
長　

布
川
清

澄
さ
ん
）」
を
設
立
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
伊
勢
神
宮

へ
お
参
り
す
る
人
た
ち
を
も
て
な
し
た
「
お
か
げ
の
心
」

で
、
商
店
街
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

　

お
と
な
も
子
ど
も
も
集
ま
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

運
営
し
て
い
る
駄
菓
子
屋
「
高
田
の
星
」、
奈
良
芸
術
短

期
大
学
の
学
生
た
ち
が
、
お
か
げ
参
り
の
壁
画
を
書
い

た
り
、
芸
術
サ
ロ
ン
も
で
き
ま
し
た
。「
一
店
逸
品
運
動
」

や
商
店
街
の
お
店
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
春
と
秋
の
「
お
か
げ
祭
り
」
や
「
片
塩
寄
席
」、

錣し
こ
ろ
や
ま
べ
や

山
部
屋
の
「
ち
ゃ
ん
こ
の
会
」、
毎
週
水
曜
日
に
開
か

れ
る
「
楽ら
く
い
ち市
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
す
っ
か
り
定
着

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
折
、
２
０
１
０
年
６
月
、
片
塩
町
に
あ
っ
た

大
手
ス
ー
パ
ー
が
撤
退
し
ま
し
た
。
大
型
店
と
の
共
存

共
栄
が
望
め
な
く
な
り
、
商
店
街
は
、
よ
り
強
く
一
つ

に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
祭
り
の
人
手
も
、
年
齢
層
が
ひ

ろ
が
り
、
増
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
空
き
店
舗
は
、
な
か
な
か
少
な
く
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、「
片
塩
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
を
設

立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
と
は
？

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ま
ち
づ
く
り
会
社
等
に
よ
る

　
　
　
　
　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　

中
心
市
街
地
を
投
資
に
値
す
る
魅
力
の
あ
る
空
間
に

す
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
中

心
市
街
地
を
再
生
す
る
取
組（
＝「
開
発
」）が
必
要
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、
地
域
密
着
型
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

と
し
て
、
公
益
性
と
企
業
性
を
併
せ
持
ち
、
行
政
や
民

間
企
業
だ
け
で
は
実
施
が
難
し
い
「
開
発
」
に
取
り
組

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
は
…

　
�

開
発
業
者
の
こ
と
で
、
大
規
模
な
宅
地
造
成
や
リ
ゾ
ー

ト
開
発
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
開
発
や
マ
ン
シ
ョ
ン
分

譲
な
ど
の
事
業
の
主
体
と
な
る
団
体
・
企
業
の
こ
と

ま
ち
づ
く
り
会
社
へ
の
期
待
（
５
つ
の
性
格
）

　

�

持
続
可
能
な
中
心
市
街
地
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
、
施

設
等
の
ハ
ー
ド
整
備
を
含
ん
だ「
開
発
」を
行
い
ま
す
。

　

�

地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
ま
ち
の
価
値
を
高
め
る
よ

う
な
事
業
を
実
施
し
、
民
間
投
資
が
継
続
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
ま
ち
の
維
持
管
理
を
進
め
ま
す
。

　

�

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
公
益
性
を
持
ち
、
市
民
に
役

に
立
つ
成
果
を
提
供
し
ま
す
。

　

�

組
織
運
営
に
財
政
的
な
基
盤
を
持
ち
、
企
業
経
営
の

意
識
を
持
っ
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

�

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
生
活
空
間
の
質
を
高
め
る
、

地
域
に
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
、
地
域
の
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会

社
の
将
来
像
と
し
て
、
地
域
密
着
型
の
公
益
性
と
企
業

性
を
併
せ
持
ち
、
地
域
密
着
型
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と

し
て
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
中
心
市
街
地

の
再
生
に
取
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
会
社

の
発
展
イ
メ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
片
塩
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」

株
式
会
社
が
、

　
　

ま
ち
づ
く
り
？

地
域
密
着
性

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

公

益

性

企

業

性
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江
戸
時
代
、
家や

守も
り

と
い
う
、
地
主
に
変
わ
っ
て

長
屋
な
ど
を
管
理
す
る
人
が
い
ま
し
た
。
た
な
こ

が
持
ち
込
む
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
の
り
、
庶
民
の

暮
ら
し
を
助
け
、
街
を
守
り
、
街
を
管
理
す
る
存

在
で
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
そ
の
存
在
を
知
り
、
私

た
ち
は
、
現
代
版
家
守
に
な
ろ
う
と
、「
片
塩
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
を
た
ち
あ
げ
ま
し
た
。
長

　

商
店
街
の
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
は
、「
片
塩
振

興
協
議
会
」
が
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ハ
ー

ド
面
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
片
塩
が
『
人
と
の
か
か
わ
り
が
、

う
れ
し
い
街
』
に
な
る
こ
と
を
、
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
ず
っ
と

長
く
居
た
い
滞
在
時
間
の
長
い
商
店
街
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
片
塩
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
の
モ
ッ
ト
ー 酒本昌彦さん

西田陽昭さん

片塩楽市

片塩寄席（３月・７月・10 月）子どものオアシス「高田の星」

崎
県
諫い

さ
は
や早
市
に
、
日
帰
り
で
見
学
に
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
、
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
が
集
中
し
て
い
る
、
小
さ
な

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
商
店
街
と
い
う
舞
台

に
、
ぴ
っ
た
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
心

市
街
地
活
性
化
か
ら
始
ま
っ
た
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
、「
片
塩
振
興
協
議
会
」
と
「
片
塩
ま
ち
づ
く

り
株
式
会
社
」
が
両
輪
と
な
り
、
動
き
始
め
て
い

ま
す
。

　

買
物
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
栄
養
面
を
考
え
た

食
事
の
提
供
、
高
齢
者
の
機
能
回
復
、
働
く
場
の

提
供
な
ど
も
で
き
た
ら
い
い
な
と
、
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
工
夫
も
、
考
え
て
い
ま
す
。

は
、『
志
と
そ
ろ
ば
ん
』
で
す
！
継
続
す
る
た
め

に
は
、
そ
ろ
ば
ん
も
大
切
で
す
。
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か
つ
て
「
商
都
高
田
」
と
い
わ
れ
て
い
た
こ

ろ
の
大
和
高
田
は
、
江
戸
時
代
に
は
繰く
り
わ
た綿
問
屋

が
軒
を
連
ね
、
銀
行
が
で
き
、
鉄
道
が
い
ち
早

く
ひ
か
れ
、
大
き
な
工
場
が
で
き
、
商
店
街
が

生
ま
れ
、
近
郊
か
ら
買
物
に
や
っ
て
来
る
人
で
、

商
店
街
は
、
向
こ
う
が
見
え
な
い
人
の
列
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り

と
い
わ
れ
る
商
店
街
が
あ
る
一
方
、
買
物
難
民

と
言
わ
れ
る
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
高
機
能
の
ま
ち
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
和
高
田
で
栄
え
た
商
店
街
が
、
売
出
し
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
と
、
店
舗
の
管
理

な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
両
方
の
機
能
を
自
ら
持
つ

こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
、
大
和
高
田
の
ま

ち
づ
く
り
の
、
大
き

な
か
ぎ
を
握
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
お
か
げ
祭

り
は
、
10
月
13
日

（
日
）・
14
日
（
祝
）

で
す
。
商
店
街
に
、

ど
ん
な
お
店
が
あ
る

の
か
知
る
た
め
に
、

ま
た
、
い
つ
も
は
通

り
過
ぎ
て
い
る
だ
け

の
お
店
に
入
っ
て
み

る
の
に
は
、
い
い
機

会
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

商
店
街
の
一
角
に
、
商
店
街
の
発
展
や
、
お
客

様
に
来
て
い
た
だ
け
る
「
お
か
げ
」
で
元
気
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、

深
め
て
い
こ
う
、
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
「
お

か
げ
地
蔵
」
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
お
店
の
入
口
に
は
、「
お
か
げ
の
心
」

が
書
か
れ
た
、
小
さ
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
飾
っ
て

あ
り
ま
す
。

っ
て
い
ま
す
か
？

知
「
お
か
げ
地
蔵
」

秋のおかげ祭り（10 月）

ちゃんこの会（3 月） 春のおかげ祭り（4 月）
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大きな音に驚かないで！
「全国一斉の緊急情報伝達訓練（試験放送）」
９月11日（水）　午前11時ごろ　と

午前11時30分ごろ　の２回　鳴ります
　本市では、地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※1）から送られてくる国
からの緊急情報を、MCA同報防災行政無線で市民により早く、確実に伝える情報伝達訓練（試験放送）を行い
ます。
　当日実施する訓練は、下記のとおりです。

情報伝達手段 内　　容

MCA防災行政無線（ス
ピーカー）の試験放送

　市内各小学校（８か所）の屋上に設置してあるMCA防災行政無線（スピーカ
ー）から、最大音量（※2）で次の放送内容が一斉に放送されます。
【放送内容】
　「これは、試験放送です」「これは、試験放送です」「これは、試験放送です」
　「こちらは、ぼうさい大和高田市です」
　「ピンポンパンポン」　（約１分程度）

※�１　Ｊアラートとは、地震や武力攻撃などの緊急情報を、国から市区町村へ、人工衛星などを通じて瞬時に
伝えるシステムです。
※２　最大音量とは、300ｍ先までとどく
　程度の音量（110デシベル）

〔自治振興課　内線　221〕

「エアゾール式簡易消火具」の
不具合にご注意を！

　「エアゾール式簡易消火具」の不具合により、破裂
事故が続いています。平成25年６月30日現在、事故
認知本数は6,121本に達しています。
　対象製品など詳しくは、高田消防署予防第１係
(☎0745-25-0119　内線24)へ。

〔高田消防署予防第１係　☎25-0119　内線24〕

　総務省消防庁ホームページ（http://www.fdma.
go.jp/neuter/topics/fieldList4_7_1.html）で、全
国で24年中に製品の不具合により発生したと判断
される火災の発火源製品(自動車等、電気用品、燃焼
機器)について、注意喚起しています。製品に起因す
る、火災の再発防止に協力をお願いします。

〔高田消防署警防第１係　☎25-0119〕

ホームページで確認しましょう！
製品に起因する火災の再発防止
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　インフルエンザの感染力は非常に強く、日本では毎年約1千万人、約10人に1人が感染しています。
インフルエンザは、ただの”かぜ”ではありません！通常、初冬から春先にかけて毎年流行し、ヒトから
ヒトへの感染で拡大していきます。特に注意が必要な人は、妊婦・乳幼児・高齢者や持病のある人です。
できるだけ予防接種を受けましょう。

インフルエンザは『予防』で乗り切る！

かぜ インフルエンザ

症　　　状 鼻水やのどの痛みなどの
局所症状

38℃以上の発熱やせき、のどの痛み、全身のけん怠感や関節の痛みなどの全
身症状

流行の時期 1 年を通し、かかることが
ある

1月～2月に流行のピーク。
ただし、4月・5月まで散発的に流行することもある。

風邪とインフルエンザの違い

1．流行前の予防接種
予防接種は、かかる可能性を減らし、もしかかっても、重い症状になるのを防ぎます。予防接種後、効果が出るまで
に2週間ほどかかります。余裕をもって、早めに接種することが大事です。ただし、予防接種の効果が持続するのは、
一般的に5か月ほどです。

2．外出後の手洗い・うがいの心がけ
外出後は、石鹸

けん
を使って30秒程よく手を洗いましょう。

また、外出後やのどに不快感や炎症があるときは、うがいをしましょう。

３．適度な湿度の保持
空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し、インフルエンザにかかりやすくなります。
特に乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って、適切な湿度（50～60%）を保つことも効果的です。

４．十分な休養とバランスのとれた栄養をとりましょう
普段から、栄養と睡眠を十分にとり、体の抵抗力を高めておきましょう。

５．人ごみや繁華街への外出を控える
ウイルスは、感染している人のせきやくしゃみなどのしぶきに含まれていたり、つり革やドアノブなどさまざまな物につ
いています。せきが出ている時は、マスクを着用しましょう。

インフルエンザ予防法

かかった時の対応
1．出来るだけ早く医師の診察を受けましょう
高齢者の場合、高熱が出ないなど症状が出にくく、はっきりしないことがあります。肺炎にか
かっていても、熱やせきなどの症状が軽い場合があるので、注意が必要です。

2．処方された薬を、きちんと飲みましょう。

3．水分を十分に補給し、安静にして休養を取りましょう。

 み

んなで予防！
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10月からスタート！

高齢者インフルエンザ予防接種
高齢者や基礎疾患のある人は、インフルエンザにかかると重症化しやすいため、予防接種が効果的です。

▽期間　10月1日（火）～平成26年1月31日（金）まで

▽高齢者インフルエンザの対象者
本市に住民票がある人で接種日に、
☆65歳以上の人
☆�60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能不全、またはヒト免疫不全ウイルスにより日常生活が
　ほとんど不可能な程度の障がい（身体障害者1級相当）のある人

▽接種方法　（接種回数　1回）

▽接種前に申請が必要な人
　本人または家族の人が窓口に来てください。やむを得ない事情で、代理の人が来る場合は、「委任状」が必要です。
　委任状には、本人の印が必要になります。郵便での手続きは、原則できません。

【自己負担免除の人】　
　対象者／①市民税非課税世帯・・・�平成25年1月2日以降に本市に転入した人は、前住所地での「市町村民税非課税

証明書」または「市町村民税課税証明書」を持ってきてください。
　　　　　②生活保護世帯・・・平成24年度より、保護証明は不要です。

昨年度以前の免除証は、無効になります。
【市外で接種する人】
　　　　　接種料金1,000円を持ってきてください。市外で接種する依頼書発行願を書いていただきます。
　　　　　県内の指定医療機関に限ります。　※10月１日㈫から、市外手続き開始
【県外で接種する人】
　　　　　全額自己負担になり、手続きに2週間程かかります。詳しくは、保健センターへ。

▽接種のできる医療機関　
　市内予防接種委託医療機関(50音順)

▽持ち物　
　健康保険証(本人確認のため)
注意事項
　①接種を希望する人は、受診前に医療機関へ相談してください。
　②各医療機関に、予診票と説明書を置いています。必ず読んで、注意を守ってください。

〔保健センター　☎23-6661〕

一　般

市内医療機関に
1,000円を支払う

非課税世帯

保健センターで免除申請の手続き後に発行される「免
除証」を市内医療機関へ持参すると無料になる。

➡ ➡

【市内で接種する人】

※保護証明は不要です

生活保護世帯※

➡

病院名 電話番号 病院名 電話番号 病院名 電話番号
1 上田医院（磯野東町） 52-3672 14 阪本整形外科医院 22-0024 27 西澤医院 52-2266
2 上田医院（内本町） 52-2067 15 柴田医院 52-1617 28 西村クリニック 22-2701
3 岡本クリニック 23-0015 16 下河辺医院 52-3391 29 にのみや整形外科 52-8208
4 岡本耳鼻咽喉科医院 22-3387 17 田中医院 23-7117 30 東辻医院 52-2866
5 尾崎整形外科医院 52-6458 18 天満診療所 52-5357 31 日の出診療所 23-4321
6 春日医院 23-8010 19 健生会土庫病院 53-5471 32 前之園診療所 53-0201
7 吉條外科 22-7711 20 中井記念病院 21-1100 33 まつだ眼科 25-4146
8 きむクリニック 24-7070 21 なかえ耳鼻咽喉科 24-3311 34 松田医院 52-6680
9 黄クリニック 24-3535 22 中家医院 52-5386 35 松本クリニック 23-6667
10 吉本整形外科・外科病院 53-3352 23 中谷診療所 52-2166 36 大和高田市立病院 53-2901
11 翠悠会高田診療所 23-1553 24 中谷医院 52-2191 37 吉田医院 23-0223
12 坂口医院 52-2109 25 中村医院 52-1575
13 酒本医院 52-3603 26 長澤内科外科医院 53-3320

6



人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

◦
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
構

築
に
あ
た
っ
て
の
今
後
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
政
会　

西
村
議
員

今
年
度
、各
年
代
か
ら
の

職
員
で
組
織
す
る
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、そ
の
中
で
新

た
な
評
価
項
目
の
設
定
、評
価
方

法
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を

考
え
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
で
は
、職
員
に
評

価
制
度
へ
の
十
分
な
周
知
、理
解

　
平
成
25
年
6
月
定
例
市
議
会
は
、6
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
は
、専
決
処
分
の
報
告
1
件
、人
事
案
件
1
件
、補
正
予
算
案
1
件
、条
例
案

件
1
件
、契
約
案
件
2
件
、消
防
広
域
化
に
関
す
る
案
件
3
件
、意
見
書
2
件
、の
計
11
議
案

が
提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、20
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、7
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問

さ
れ
ま
し
た
。本
号
で
は
、そ
の
一
部
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、人
事
案
件
で
は
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、吉
井
正
人
氏（
再

任
）の
選
任
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

を
図
り
、管
理
職
か
ら
人
事
評
価

の
試
行
を
し
、そ
の
試
行
の
際
の

問
題
点
な
ど
を
再
度
整
理
し
、平

成
27
年
度
よ
り
管
理
職
へ
の
本

格
実
施
、並
び
に
一
般
職
員
へ
の

試
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　

人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
よ

り
、職
員
の
意
識
改
革
、職
務
遂

行
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、能
力
、業
務
評
価
に
基
づ
い

た
昇
任
や
昇
格
に
反
映
し
、本
市

の
行
政
推
進
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
五
位
堂
駅
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
治
議
員

Ｊ
Ｒ
五
位
堂
駅
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、市

道
陵
35
号
線
が
香
芝
市
の
市
道

と
接
続
し
、Ｊ
Ｒ
五
位
堂
駅
ま
で

延
び
て
い
る
の
で
、こ
の
市
道
を

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。

　

将
来
、周
辺
土
地
の
利
用
に
よ

り
、交
通
形
態
等
に
変
化
が
見
ら

れ
た
場
合
は
、隣
接
す
る
香
芝
市

並
び
に
関
係
す
る
機
関
と
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て

◦
緊
急
時（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
）の
教
職
員
の
対
応
、

体
制
の
現
状
と
エ
ピ
ペ
ン
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て

公
明
党　

藤
田
議
員

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
既

往
歴
の
あ
る
園
児
、児
童

生
徒
数
は
、保
育
所
で
は
０
名
、

幼
稚
園
で
は
２
名
、小
学
校
で
は

８
名
、中
学
校
で
は
２
名
と
な
っ

て
い
る
。学
校
で
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
等
の
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
の
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
、文
部
科
学
省
の「
学

校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す

る
取
り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

基
づ
き
、園
児
、児
童
の
体
調
の

観
察
や
、応
急
処
置
、保
護
者
へ

の
連
絡
、医
療
機
関
へ
の
受
診
、

救
急
車
の
要
請
な
ど
、そ
の
状
況

に
応
じ
て
必
要
な
対
応
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。現
在
、ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
症
状

を
和
ら
げ
る
た
め
の
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
自
己
注
射
薬
で
あ
る「
エ
ピ

ペ
ン
」を
処
方
さ
れ
て
い
る
園
児
、

児
童
は
い
な
い
が
、中
学
校
で
1

名
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

今
後
、エ
ピ
ペ
ン
を
使
用
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

教
職
員
が
適
切
な
対
応
を
と
れ

る
よ
う
に
、教
職
員
が
情
報
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、講
習
会
等
を

通
じ
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
、さ
ら
に
資
質

の
向
上
に
努
め
た
い
。

災
害
時
の
備
蓄
品
に
つ
い

て

◦
現
在
の
市
内
の
備
蓄
状
況

◦�

学
校
体
育
館
へ
の
床
マ
ッ
ト
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め

の
間
仕
切
り
な
ど
、現
実
の
避

難
生
活
を
想
定
し
た
備
蓄
品

の
整
備
状
況

◦�

今
後
の
備
蓄
計
画
の
内
容（
予

算
と
整
備
計
画
）

公
明
党　

堂
本
議
員

現
在
、本
市
の
災
害
備
蓄

品
に
つ
い
て
は
、予
算
を

増
額
し
て
、平
成
24
年
度
か
ら
乾

パ
ン
、ア
ル
フ
ァ
米
、サ
バ
イ
バ

ル
フ
ー
ズ
、水
、生
理
用
品
、お
む

つ
等
、保
存
年
限
を
考
慮
し
な
が

ら
、入
れ
か
え
も
含
め
て
年
次
的

に
災
害
時
食
料
品
を
中
心
に
備

蓄
品
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、現

在
、約
１
万
６
、０
０
０
食
備
蓄

を
し
て
い
る
。

問答

問答

問

答

問答

  

平 成 2 5 年 6 月

定 例 市 議 会

平
成
25
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　

４
２
、２
０
０
千
円
な
ど
可
決

一 般 質 問
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避
難
所
で
の
備
蓄
品
と
し
て
、

各
防
災
倉
庫
に
は
合
計
で
毛
布

４
、４
０
０
枚
、ま
た
簡
易
ト
イ

レ
、２
０
０
個
を
確
保
し
て
い
る
。

　

今
後
の
備
蓄
計
画
に
つ
い
て

は
、平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
ま
で
の
５
か
年
で
予
算
総
額

１
、２
５
０
万
円
を
も
っ
て
約

３
万
食
の
備
蓄
に
向
け
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　

床
マ
ッ
ト
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
た
め
の
間
仕
切
り
、ま
た

毛
布
の
備
蓄
数
に
つ
い
て
は
、そ

の
計
画
に
盛
り
込
み
、十
分
検
討

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

「
中
期
財
政
適
正
化
フ

レ
ー
ム
」に
つ
い
て

◦�

社
会
資
本
の
更
新
問
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

み
ら
い　

平
郡
議
員

「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」の
終
了
に
伴
い
、平
成

25
年
度
か
ら
は「
中
期
財
政
適
正

化
フ
レ
ー
ム
」へ
と
切
れ
目
な
く

移
行
し
、行
財
政
改
革
の
継
続
、

財
政
規
律
の
維
持
を
図
り
な
が

ら
、喫
緊
の
行
政
課
題
に
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
年
の
２
月
に
公
表
し
た「
中

期
財
政
適
正
化
フ
レ
ー
ム
」の
中

の
財
政
収
支
見
込
み
に
お
い
て

は
、作
成
時
点
で
の
国
の
地
方
財

政
対
策
な
ど
を
反
映
し
、平
成
25

年
度
で
は
交
付
税
や
補
助
金
の

増
減
な
ど
を
可
能
な
限
り
見
込

み
、今
後
５
年
間
の
収
支
見
込
み

を
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、収
支
見
込
み
に
つ
い
て

は
国
の
動
向
や
、市
税
な
ど
市
独

自
の
要
因
を
反
映
し
た
見
直
し

を
毎
年
行
い
、絶
え
ず
向
こ
う
5

年
を
見
据
え
た
収
支
見
込
み
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

社
会
資
本
の
更
新
な
ど
に
つ

い
て
は
、「
中
期
財
政
適
正
化
フ

レ
ー
ム
」の
中
で
、今
後
予
測
さ

れ
る
５
年
間
の
主
な
建
設
事
業

と
し
て
示
し
て
お
り
、収
支
見
込

み
に
も
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
つ
い
て

◦�

ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
は
、計

画
に
多
く
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、回
収
率
を
設
定
し
、取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

平
成
24
年
８
月
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
が
制

定
さ
れ
、さ
ら
に
本
年
4
月
に
内

閣
府
の
中
に
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
が
設
置
さ
れ
た
。市
町
村
に
お

い
て
も
、平
成
27
年
度
を
目
途
と

す
る
新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
策
定
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。地
方
版
子

ど
も
子
育
て
会
議
を
設
置
し
、子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を

策
定
す
る
等
の
子
育
て
の
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
中
で
、子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
準
備
と
し
て
、同

会
議
で
の
協
議
も
図
り
な
が
ら
、

就
学
前
の
乳
幼
児
を
持
つ
家
庭

を
対
象
に
、そ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
、子
育
て
の
総
合
的
な

施
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

な
る
べ
く
早
く
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
に
つ
い

て
は
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
子
育
て
家
庭
の
ご
意

見
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
、よ

り
多
く
の
回
収
を
図
る
こ
と
は

当
然
で
あ
り
、幼
保
施
設
に
も
働

き
か
け
て
、高
回
収
率
と
な
る
よ

う
努
め
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く

り
に
つ
い
て

◦�

公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

◦�

観
光
振
興
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

本
市
の
駅
か
ら
公
共
施
設

や
観
光
地
等
の
目
的
地
へ

歩
い
て
行
け
る
、安
心
・
安
全
な

道
路
環
境
が
重
要
に
な
る
。本
市

で
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
は
も

と
よ
り
、市
民
の
皆
さ
ん
が
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
総
合
的
に
進
め
て
お
り
、

現
在
、市
内
の
歩
道
は
一
部
を
除

い
て
改
良
工
事
を
実
施
し
て
き

た
。ま
た
、大
和
高
田
市
一
市
一

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て
、

歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
確
保

の
た
め
の
ゾ
ー
ン
30
の
規
制
地

区
の
設
置
な
ど
、人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

今
後
は
調
査
、検
討
を
さ
ら
に

強
化
し
、国
道
、県
道
、市
道
と
も

に
関
係
機
関
と
の
連
絡
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。ま
た
、「
大
和
高
田

市
に
お
け
る
高
齢
者
、障
が
い
者

等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
市
道
の
構
造
の
基
準

に
関
す
る
条
例
」を
平
成
25
年
３

月
に
制
定
し
、今
後
の
市
道
を
工

事
す
る
際
に
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
前
提
と
し
て
考
慮
し
て
い

き
た
く
考
え
て
い
る
。

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

◦�

介
護
保
険
の
給
付
縮
小
を
行

わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

◦�

子
ど
も
・
被
災
者
生
活
支
援
法

に
基
づ
く
具
体
的
施
策
の
早

期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

問答

問答

問答

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　　

大
和
高
田
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
ほ
か
、

３
議
案

　

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

　　

大
和
高
田
市
立
陵
西
小
学
校

校
舎
耐
震
改
修
工
事
に
か
か
る
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
ほ
か
、１

議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

次
の
定
例
会
は
、９
月
９
日
㈪
か

ら
開
会
の
予
定
で
す
。

〔
議
会
事
務
局　

内
線
４
１
１
〕

  

大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
�●�大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　���●�検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

委 員 会
審 査 結 果

総
務
財
政
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会
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7
月
6
日
㈯
、
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で
、

「
第
8
回
義
経
・
与
一
・
弁
慶
・
静
合
同

サ
ミ
ッ
ト 

i
n 
大
和
高
田
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
拠
出
金
を
受
け
て
、
実
施
し
ま
し
た
。

〔
企
画
法
制
課　

内
線
2
8
5
・
2
8
6
〕

　　

現
在
、
大
和
高
田
市
に
は
、
市
外
か
ら

観
光
目
的
で
訪
れ
る
人
々
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
た
め

に
、
市
内
の
史
跡
や
見
ど
こ
ろ
等
を
案
内
、

説
明
す
る
「
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
養
成
講
座
を
開

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
へ
。

〔
生
涯
学
習
課　

☎
53
•
6
2
6
4
〕

　

手
す
り
改
修
工
事
の
た
め
、
左
記
の
期

間
、
大
中
公
園
浮
舞
台
（
桜
華
殿
）
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
使
用
中
止
期
間

　

9
月
1
日
㈰
～
10
月
31
日
㈭

※ 

工
事
の
進
行
状
況
で
、
使
用
中
止
期
間

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
都
市
計
画
課　

公
園
係　

内
線
6
8
9
〕

「
第
8
回

  
義
経
・
与一・
弁
慶
・
静
合
同
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

i
n 

大
和
高
田
」

「
文
化
財

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

養
成
講
座
の
受
講
者

募
集

大
中
公
園

浮
舞
台（
桜
華
殿
）の

一時
使
用
中
止 
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Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

Lismore Rainforest Botanic Garden
The development of Lismore Rainforest Botanic Gardens, which introduced on last month’s news, is an ongoing community project. The site is located on the southern outskirts of Lismore. Over four hectares have been planted with dry, subtropical and riverine rainforest species. 

There is a garden of useful pants.  When the first colonists moved into this place from England, Aborigine the native inhabitants taught them information of plants which will help their life in Australia. 

リズモーレインフォレストボタニック植物園
本誌８月号で紹介したリズモーレインフォレストボタニック植物園は、現在も市民一体型プロジェクトが進行中の植物園です。リズモー市南西の郊外に位置するこの植物園には、敷地内の 4 ヘクタール以上に、レインフォレストでも珍しいドライレインフォレストに生息する植物、亜熱帯林・河川に生息する植物が植えられています。

植物園内には、生活に役立つ植物ばかりを植えた庭があります。イギリスからの入植者たちがこの地に降り立ち生活を始めた際、原住民であったアボリジニーの人たちが新たな地での生活を助ける植物の情報を教えたことに由来して作られた庭です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英文は、原文のとおりです）

　

え
っ
、
ア
リ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
！

他
に
も
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ポ
ス
タ
ー

に
、
時
代
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。
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陥か
ん
に
ゅ
う
そ
う

入
爪
に
対
す
る『
ワ
イ
ヤ
ー

治
療
』の
ご
紹
介

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、近
年

の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
と
と
も

に
、最
近
は
足
の
健
康
に
対
す
る

注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。中
で

も
、爪
の
症
状
を
訴
え
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。今
回
は「
陥
入

爪
」、い
わ
ゆ
る「
巻
き
爪
」の
治

療
に
つ
い
て
、市
立
病
院
皮
膚
科

で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
陥
入
爪
」と
は
足
の
爪
の
両

端
が
先
端
部
で
強
く
変
形
し
て

彎わ
ん
き
ょ
く
曲
し
、爪そ
う
し
ょ
う床（
爪
の
下
の
皮
膚
）

に
食
い
込
ん
で
強
い
痛
み
を
生
じ

る
疾
患
で
す
。爪
が
変
形
す
る
原

因
に
は
、遺
伝
、体
質
、ス
ポ
ー
ツ

や
靴
を
履
く
習
慣
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、そ
れ
以
外
に
よ
く

あ
る
原
因
と
し
て
、深
爪
が
あ
り

ま
す
。清
潔
保
持
の
た
め
に
、ど

う
し
て
も
足
の
爪
を
短
く
切
っ
て

し
ま
う
人
が
い
ま
す
が
、深
爪
に

な
る
と
、爪
の
角
か
ら
爪
床
へ
の

巻
き
込
み
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。一度
爪
が
変
形
し
て
痛
み

が
生
じ
る
と
、爪
を
短
く
す
る
こ

と
で
、一時
的
に
痛
み
は
無
く
な
り

ま
す
が
、少
し
爪
が
伸
び
る
と
、

さ
ら
に
巻
き
込
み
が
強
く
な
り
、

さ
ら
に
痛
く
な
り
、ま
た
爪
を
短

く
切
っ
て
深
爪
に
な
る
、そ
し
て
、

爪
が
伸
び
て
痛
み
が
再
発
す
る
と

い
う
悪
循
環
が
起
き
ま
す
。ま
た
、

「
陥
入
爪
」に
な
っ
て
爪
が
皮
膚

に
食
い
込
ん
で
、キ
ズ
が
で
き
る

と
、そ
こ
か
ら
細
菌
が
侵
入
し
て

感
染
が
起
こ
り
、う
み
が
た
ま
っ

て
激
し
い
と
う
痛
を
生
じ
る「
爪そ

う

囲い

炎え
ん

」に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
、ま
ず

抗
菌
薬
な
ど
で
治
療
を
行
い
ま

す
。

　
「
陥
入
爪
」で
は
、こ
う
い
っ
た

悪
循
環
に
な
る
前
の
早
期
治
療

が
重
要
で
す
。

　

あ
ま
り
に
爪
の
変
形
が
ひ
ど
く

な
る
と
、手
術
を
す
る
病
院
も
あ

り
ま
す
が
、爪
周
囲
の
炎
症
が
お

さ
ま
り
、爪
を
長
め
に
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
た
場
合
、当
院
で
は
ま

ず
、『
ワ
イ
ヤ
ー
治
療
』と
い
う
方

法
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。保

険
適
用
が
な
い
の
で
自
費
診
療
に

な
り
ま
す
が
、痛
み
な
ど
が
比
較

的
少
な
く
手
軽
に
行
え
る
良
い
治

療
方
法
で
す
。

　

そ
の
方
法
は
爪
に
針
で
穴
を
あ

け
て
、そ
の
穴
に
形
状
記
憶
合
金

の
ワ
イ
ヤ
ー
を
爪
の
彎
曲
に
沿
わ

せ
て
挿
入
し
、ワ
イ
ヤ
ー
の
ま
っ
す

ぐ
に
戻
ろ
う
と
す
る
力
を
利
用
し

て
、爪
を
平
ら
な
状
態
に
戻
し
て

い
き
ま
す
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
を
挿
入
す
る
と
痛
み

は
軽
減
し
ま
す
が
、爪
甲
は
す
ぐ

に
平
ら
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。必
要
が
あ
れ
ば
、数
か
月

お
き
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
入
れ
替
え
、

徐
々
に
平
ら
な
爪
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。爪
、特
に

足
の
爪
が
伸
び
る
ス
ピ
ー
ド
は

1
か
月
で
1.2
㎜
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
も
個
人
差
が
あ
り
ま
す

の
で
、『
ワ
イ
ヤ
ー
治
療
』を
希
望

す
る
人
に
は
、年
単
位
で
の
治
療

を
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。治
癒
す

る
ま
で
に
多
少
の
時
間
は
か
か
り

ま
す
が
、痛
み
を
伴
わ
な
い
こ
の

治
療
は
、治
療
を
受
け
た
人
に
、

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

足
の
陥
入
爪
、ま
た
そ
れ
に
伴

う
痛
み
で
困
っ
て
い
る
人
、『
ワ
イ

ヤ
ー
治
療
』を
希
望
し
て
い
る
人

は
、一
度
、当
院
皮
膚
科
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
、苦

痛
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
診
療
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
〔
皮
膚
科　
　

朴　

紀
央
〕

9
月
9
日
は
、「
何
の
日
」・
・
・
？

　

み
な
さ
ん
は
、9
月
9
日
が
、何
の
日
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

９
き
ゅ
う
と
９
き
ゅ
う
で
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の
日
」、
す
な
わ
ち
「
救
急
の

日
」
で
す
。「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
57
年
に
、
総
務
省
、
消
防
庁
と
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
、

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
9
月
9
日
を
「
救
急

の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
、
応
急
手
当
の
講
習
会
を
中
心
と
し
た
、
救
急
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
、
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
の
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
数
は
、
平
成
23
年
で
は

５
７
、0
4
5
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
10
年
前
と
比
べ
る
と
、

約
20
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。
患
者
数
の
う
ち
、

３
０
、0
9
5
人
は
、
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
に
、

高
田
消
防
署
に
お
い
て
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
数
も
3
、

3
8
4
人
、
平
成
24
年
度
は
3
、
6
0
1
人
と
、
増
え
て
い

ま
す
。

　

緊
急
時
、
救
急
隊
員
が
来
た
時
は
、
関
係
者
の
連
絡
先
や

か
か
り
つ
け
医
、
既
往
歴
、
服
薬
な
ど
の
情
報
を
す
ぐ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、

地
域
包
括
支
援
課
で
は
、
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
（
大
和
高
田
市

緊
急
支
援
体
制
表
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
マ
グ
ネ
ッ
ト
付
き
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険
適
用
が
な
い
の
で
自
費
診
療
に

な
り
ま
す
が
、痛
み
な
ど
が
比
較

的
少
な
く
手
軽
に
行
え
る
良
い
治

療
方
法
で
す
。

　

そ
の
方
法
は
爪
に
針
で
穴
を
あ

け
て
、そ
の
穴
に
形
状
記
憶
合
金

の
ワ
イ
ヤ
ー
を
爪
の
彎
曲
に
沿
わ

せ
て
挿
入
し
、ワ
イ
ヤ
ー
の
ま
っ
す

ぐ
に
戻
ろ
う
と
す
る
力
を
利
用
し

て
、爪
を
平
ら
な
状
態
に
戻
し
て

い
き
ま
す
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
を
挿
入
す
る
と
痛
み

は
軽
減
し
ま
す
が
、爪
甲
は
す
ぐ

に
平
ら
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。必
要
が
あ
れ
ば
、数
か
月

お
き
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
入
れ
替
え
、

徐
々
に
平
ら
な
爪
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。爪
、特
に

足
の
爪
が
伸
び
る
ス
ピ
ー
ド
は

1
か
月
で
1.2
㎜
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
も
個
人
差
が
あ
り
ま
す

の
で
、『
ワ
イ
ヤ
ー
治
療
』を
希
望

す
る
人
に
は
、年
単
位
で
の
治
療

を
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。治
癒
す

る
ま
で
に
多
少
の
時
間
は
か
か
り

ま
す
が
、痛
み
を
伴
わ
な
い
こ
の

治
療
は
、治
療
を
受
け
た
人
に
、

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

足
の
陥
入
爪
、ま
た
そ
れ
に
伴

う
痛
み
で
困
っ
て
い
る
人
、『
ワ
イ

ヤ
ー
治
療
』を
希
望
し
て
い
る
人

は
、一
度
、当
院
皮
膚
科
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
、苦

痛
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
診
療
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
〔
皮
膚
科　
　

朴　

紀
央
〕

の
袋
に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
使
え
ま
す
。
あ
ん

し
ん
ノ
ー
ト
を
希
望
の
人
は
、
地
域
包
括
支
援
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
近
で
は
、
軽
い
症
状
の
場
合
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、

救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
呼
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
、
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
で
な
い
場
合
に
救
急
車
を
呼
ぶ

と
、
実
際
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
到
着
時
間
が
、

長
く
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を
受
け

ら
れ
る
社
会
を
、
め
ざ
し
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
家
庭
の
救
急
用
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
古
い
薬
は
処
分
し
、
新
し
い
も
の
を
補
充

し
ま
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
救
急
箱
は
、
と

り
だ
し
や
す
い
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
ろ
そ
ろ
夏
の
疲
れ
が
出
る
こ
ろ
で
す
。
9
月
に
入
っ
て

か
ら
も
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
水
分

補
給
な
ど
、
熱
中
症
対
策
に
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
い

ざ
と
い
う
時
の
救
急
の
準
備
を
し
、規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ

て
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
5
5
8
・
5
8
8
〕

心
に
響
く
大
好
き
な
言
葉
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私
は
小
学
生
の
と
き
、
少
年
野

球
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
あ
る
と
き
、
試
合
で
ミ
ス
を

し
て
落
ち
込
ん
で
い
た
私
に
、

チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
「
ド
ン
マ

イ
！
」
と
言
っ
て
、
な
ぐ
さ
め
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
本
当

に
こ
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
っ
た
の
を
想
い
出
し

ま
す
。

　

あ
の
と
き
か
ら
、
わ
た
し
も
友

だ
ち
に
「
ド
ン
マ
イ
！
」
と
進
ん

で
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
ド
ン
マ
イ
！
」
と
言
う

と
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
た
友
だ

ち
が
元
気
に
な
り
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
る
の
で
、
わ
た
し
は
「
ド
ン

マ
イ
！
」
と
い
う
言
葉
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。　

　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
味
方
が
失
敗

し
た
と
き
、
励
ま
す
掛
け
声
と
し

て
使
う
「
ド
ン
マ
イ
」
と
い
う

言
葉
。
英
語
の
「
d
o
n
，
t�

m
i
n
d
」
が
日
本
語
に
な
っ
た

言
葉
で
、
「
気
に
し
な
い
で
」

「
平
気
、
平
気
」
「
大
丈
夫
」

な
ど
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
失

敗
し
た
と
き
に
周
り
か
ら
そ
う

言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
本
当
に
気

持
ち
が
救
わ
れ
ま
す
。

　

「
ド
ン
マ
イ
」
は
「
し
ょ
ん
ぼ

り
」
を
「
笑
顔
」
に
変
え
る
、
魔

法
の
よ
う
な
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。　

　

以
前
、
皇
后
さ
ま
も
「
ド
ン

マ
イ
」
と
い
う
言
葉
の
思
い
出

を
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

長
女
の
清
子
（
さ
や
こ
）
さ

ん
が
嫁
が
れ
る
少
し
前
の
こ
と

で
す
。
「
清
子
は
、
私
が
何
か

失
敗
し
た
り
、
思
い
が
け
な
い
こ

と
が
起
こ
っ
て
が
っ
か
り
し
て

い
た
り
し
て
い
る
時
に
、
ま
ず
そ

ば
に
来
て
『
ド
ン
マ
イ
』
と
、
の

ど
か
に
言
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
で

し
た
。
あ
の
の
ど
か
な
『
ド
ン
マ

イ
』
を
、
こ
れ
か
ら
ど
れ
程
懐
か

し
く
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
」
。
心

温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
私
の
好

き
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」
で
す
。

知
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
に
出
て

く
る
言
葉
で
、
「
く
よ
く
よ
す
る

な
」
「
心
配
な
い
」
と
い
う
意
味

の
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
す
。

ま
さ
に
、
「
ド
ン
マ
イ
」
と
同
じ

で
す
ね
。
皆
さ
ん
も
、
何
か
失
敗

し
て
も
、
く
よ
く
よ
思
い
悩
ま

ず
、
明
る
く
前
向
き
に
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

「
ド
ン
マ
イ
！
」
み
ん
な

が
、
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
え

る
言
葉
に
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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6
月
中
旬
、
自
宅
に
A
社

か
ら
青
い
封
書
が
届
い
た
。
中

身
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
マ
ン
シ
ョ

ン
販
売
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
7
月
上
旬

に
B
社
か
ら
A
社
の
青
い
封

書
が
届
い
た
か
と
電
話
が
あ
り
、

一
区
画
（
0
・
2
㎡
）
を
10
万

円
で
買
え
ば
、
C
社
が
18
万
円

で
買
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
現

金
が
な
い
の
で
と
断
る
と
代
金

を
立
替
え
る
と
強
引
に
契
約
を

迫
っ
た
の
で
、
し
ぶ
し
ぶ
了
承

し
た
ら
、
数
日
後
B
社
か
ら

電
話
が
あ
り
、
口
座
に
入
金
し

た
が
不
正
入
金
で
口
座
が
凍
結

さ
れ
、
解
除
す
る
の
に
10
万
円

が
必
要
と
言
わ
れ
た
。
意
味
が

分
か
ら
ず
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に

10
万
円
を
現
金
書
留
で
送
っ
た

ら
、
不
動
産
売
買
契
約
書
と
重

要
事
項
説
明
書
が
届
い
た
。
ま

た
、
さ
ら
に
1
0
0
万
円
の
増

額
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど

う
対
処
し
た
ら
良
い
の
か
。

（
70
代　

女
性
）

　
「
買
え
買
え
詐
欺
」
と
も
い
え

る
「
劇
場
型
勧
誘
」
の
手
口
が

ま
す
ま
す
巧
妙
化
、
悪
質
化
し

て
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

る
の
は
主
に
高
齢
者
で
、
詐
欺

的
な
も
う
け
話
に
使
わ
れ
る
金

融
商
品
は
様
々
な
も
の
が
登
場

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
未
公
開

株
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や
メ
タ
ン

ハ
イ
グ
レ
ー
ト
な
ど
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
投
資
、
海
外
で
の
宝

石
採
掘
権
や
土
地
利
用
権
な
ど

「
怪
し
い
権
利
」
で
次
々
と
新
し

い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
、「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
に
な
る
」「
あ
な
た
も
罪
に
な

る
」
な
ど
と
脅
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
話

で
こ
れ
ら
の
勧
誘
が
あ
れ
ば
、

「
興
味
あ
り
ま
せ
ん
」「
お
断
り

し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
電
話
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
相
談
事
例
の
場
合
、

業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、

関
係
機
関
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

実
在
し
て
い
た
の
で
、
契
約
解

相
談
事
例

海外不動産
への投資

　

野
口
雨
情
も
昭
和
の
初
め
に
高

田
を
訪
れ
て
い
ま
す
、そ
の
際
に
「
高

田
小
唄
」
を
作
詩
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の一
番
に

「
や
ま
と
平
野
の
ま
ん
中
で
、

　

高
田
住
み
よ
い　

く
ら
し
よ
い　

や
ま
と
高
田
の
町
中
で　

娘
が
ヒ
ソ

ヒ
ソ
た
ち
ば
な
し
」

　

こ
こ
で
の
町
中
と
は
、
馬
冷
池

を
中
心
に
し
た
公
設
市
場
・
天
神

橋
筋
商
店
街
を
指
し
て
の
こ
と
で

し
ょ
う
、
娘
と
は
、
お
お
か
た
三

交
替
で
休
暇
を
も
ら
っ
た
紡
績
の

女
子
従
業
員
さ
ん
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
当
時
紡
績
の
従
業
員
は
二
、

〇
〇
〇
人
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
に
も
池
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
が

あ
り
ま
す
、
そ
れ
は
昭
和
18
年
５

月
の
こ
と
で
す
、
そ
の
出
来
事
と
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

賞　

状

奈
良
県
北
葛
城
郡
高
田
町
高
田

　
　
　
　
　
　
　

上
嶋
丈
夫

昭
和
十
八
年
五
月
十
一
日
居
大
字

通
称
馬
冷
池
ニ
転
落
シ
将
ニ
溺
死
セ

ン
ト
シ
タ
ル
少
年
ヲ
救
助
シ
タ
ル
其

ノ
行
為
奇
特
ニ
付
警
察
賞
与
規
則

ニ
依
リ
茲
ニ
金
一
封
ヲ
賞
与
ス

　

昭
和
十
八
年
六
月
九
日

　

奈
良
県
知
事
正
五
位
勲
四
等

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田
建
男

※�

こ
の
際
頂
戴
し
た
金
一
円
は
時

節
柄
早
速
国
防
献
金
を
し
ま
し

た
。

高
田
小
唄

野
口
雨
情　

作
詞
、
駒
井
一
陽　

作
曲
、

や
ま
と
平
野
の
ま
ん
ま
ん
中
で

高
田
す
み
よ
い　

く
ら
し
よ
い

※
（
囃
子
）
ヤ
マ
ト
高
田
の
町
中
で

娘
が
ヒ
ソ
ヒ
ソ
た
ち
ば
な
し

秋
が
き
た
か
や　

二
上
山
に

峯
の
木
の
葉
も
色
が
つ
く

※
（
囃
子
）

高
田
御
坊
の
や
ぐ
ら
の
太
鼓

た
た
き
や
ボ
ン
と
鳴
る
ボ
ン
と
ひ
び
く

※
（
囃
子
）

鳥
は
ね
ぐ
ら
に　

ほ
た
る
は
草
に

月
は
葛
城
山
の
端
に

※
（
囃
子
）

高
田
城
址　

名
ば
か
り
残
る

思
や
い
く
と
せ
た
つ
た
や
ら

※
（
囃
子
）

名
さ
へ
な
つ
か
し　

高
田
の
町
に
や

大
和
西
瓜
と
白
絣

※
（
囃
子
）

お
伊
勢
ま
い
り
は　

大
和
路
か
け
て

夜
は
高
田
の
町
ど
ま
り

※
（
囃
子
）

夜
あ
け
か
ら
す
が　

龍
王
さ
ま
の

杜
の
あ
た
り
を
鳴
い
て
ゆ
く

※
（
囃
子
）

こ
の
曲
は
、
昭
和
12
年
に
レ
コ
ー
ド

化
さ
れ
、
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
馬ば

冷れ
い

池い
け

の
今い

ま
む
か
し昔
⑹ 大和高田語りべ：上嶋　丈夫さん

　上嶋丈夫さんは、市内に住んで 89 年。自身が見てきた
高田の歴史を、文章に書きとどめています。
　今回、その一部を、本誌に掲載させていただくことになり
ました。
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みくちゃんの名義で「社債」を買ったからね～　
支払いをヨロシク！

ちょっと、勝手に何をするんですか！

と言う風に、突然「あなた名義で何かを買った」という詐
欺の電話があるみたいなんだ。

そんなことしても、業者は何も得にならない
ですよ。

この手口はね、そう言って消費者をあわてさせ、最後は
キャンセル料を請求するんだよ。

勝手に注文して、キャンセル料だなんて、悪質
すぎます！

ま、契約は架空の話だろうけど、あわてると判断が鈍る
ので、落ち着いて対処しようね。普通に考えたら、おかし
な話だよね。

そんな電話があったら、すぐに警察や消費生
活センターに電話してくださいね。

　あわてさせる手口の
買え買え詐欺　

教えて！
最新情報

除
通
知
を
内
容
証
明
郵
便
で
出

す
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

⑴  

実
態
が
わ
か
ら
ず
、
契
約
の

内
容
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、

絶
対
契
約
し
な
い
こ
と
。

⑵  

宅
配
便
で
金
銭
を
送
ら
せ
る

手
口
が
増
え
て
い
ま
す
、
絶

対
送
ら
な
い
こ
と
。
自
宅
に

お
金
を
取
り
に
来
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

⑶  

過
去
の
投
資
や
未
公
開
株
購

入
な
ど
の
二
次
被
害
が
増
え

て
い
ま
す
。
被
害
を
取
り
戻

す
、
隠
し
財
産
が
見
つ
か
っ

た
、
債
権
を
買
い
取
る
、
公

的
機
関
か
ら
委
託
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
も
絶
対
応
じ
な
い

こ
と
。

⑷  

勧
誘
さ
れ
た
ら
ま
ず
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
、支
払
っ

て
か
ら
で
は
取
り
戻
せ
ま
せ

ん
。

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
作
画
道
具
の
使
い
方
や
プ
ロ
の
技
な
ど
ま

ん
が
制
作
だ
け
で
な
く
、
5
人
の
有
名
ま
ん

が
家
の
仕
事

場
訪
問
レ

ポ
ー
ト
も
あ

り
、
ま
ん
が

家
デ
ビ
ュ
ー

を
夢
見
る
人

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
本
で
す
。

飯
塚
裕
之
著
／
小
学
館

　
『
プ
ロ
の
技
全
公
開
！
ま
ん
が
家
入
門
』

９月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
ち
い
さ
な
と
も
だ
ち
』

	

片
山
令
子
作　

か
わ
か
み
た
か
こ
絵
／
そ
う
え
ん
社

『
海
賊
』

	

田
島
征
三
作
／
ポ
プ
ラ
社

『
テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
入
門
』

	

長
谷
和
幸
監
修
／
小
学
館

『
や
せ
る
!
き
れ
い
に
な
る
!
炭
酸
生
活
』	

	

前
田
真
治
著
／
幻
冬
舎

『
烏
は
主
を
選
ば
な
い
』	

	
	

阿
部
智
里
著
／
文
藝
春
秋

『
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
』

	

さ
だ
ま
さ
し
著
／
幻
冬
舎

◎おはなし会
かい

▽とき　9月14日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
  ● おはなし  『あめだま』
 
  ● 絵

え

本
ほん

  『おばけリンゴ』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

�≪きらら≫

▽とき　9月28日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい

  ● 絵
え

本
ほん

  『のせてのせて』

  ● 手
てぶくろにんぎょう

袋人形 『カラスの親
おや

子
こ

』

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

９月の新着図書

未
来
に
向
け
て
！

　　

こ
こ
数
年
、
こ
の
月
に
な
る
と

中
学
生
が
職
業
体
験
に
や
っ
て
来

ま
す
。
色
々
な
職
種
が
あ
り
、「
コ

レ
だ
！
」
と
決
め
る
に
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。
そ
こ

で
今
回
は
、
仕
事
に
関
す
る
本
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
世
界
の
オ
モ
シ
ロ
お
仕
事
集
』

（
盛
田
則
夫 

著
／
中
央
公
論
新
社
）

　

世
界
に
は
考
え
つ
か
な
い
よ
う

な
仕
事
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の

中
で
も
、
特
に
個
性
的
で
お
も
し

ろ
い
も
の
を
厳
選
し
て
紹
介
し
て

あ
る
本
で
す
。

『
ど
う
ぶ
つ
げ
ん
き
に

　
　
　
　
じ
ゅ
う
い
さ
ん
』

（
山
本
省
三 

作
・
は
せ
が
わ
か
こ 

絵

／
講
談
社
）

　

動
物
病
院
に
は
、
犬
や
猫
だ
け

で
な
く
様
々
な
動
物
が
や
っ
て
き

ま
す
。
獣
医
さ
ん
の
１
日
の
仕
事

を
描
い
た
お
仕
事
絵
本
で
す
。

『
お
し
ご
と
制
服
図
鑑
』

（
講
談
社
編
／
講
談
社
）

　

制
服
を
着
る
職
業
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
本
に
は
全
72
種
の
「
お

し
ご
と
制
服
」
が
載
っ
て
い
て
、

そ
の
制
服
か
ら
仕
事
の
ひ
み
つ
が

わ
か
る
本
で
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

※�

こ
の
際
頂
戴
し
た
金
一
円
は
時

節
柄
早
速
国
防
献
金
を
し
ま
し

た
。

高
田
小
唄

野
口
雨
情　

作
詞
、
駒
井
一
陽　

作
曲
、

や
ま
と
平
野
の
ま
ん
ま
ん
中
で

高
田
す
み
よ
い　

く
ら
し
よ
い

※
（
囃
子
）
ヤ
マ
ト
高
田
の
町
中
で

娘
が
ヒ
ソ
ヒ
ソ
た
ち
ば
な
し

秋
が
き
た
か
や　

二
上
山
に

峯
の
木
の
葉
も
色
が
つ
く

※
（
囃
子
）

高
田
御
坊
の
や
ぐ
ら
の
太
鼓

た
た
き
や
ボ
ン
と
鳴
る
ボ
ン
と
ひ
び
く

※
（
囃
子
）

鳥
は
ね
ぐ
ら
に　

ほ
た
る
は
草
に

月
は
葛
城
山
の
端
に

※
（
囃
子
）

高
田
城
址　

名
ば
か
り
残
る

思
や
い
く
と
せ
た
つ
た
や
ら

※
（
囃
子
）

名
さ
へ
な
つ
か
し　

高
田
の
町
に
や

大
和
西
瓜
と
白
絣

※
（
囃
子
）

お
伊
勢
ま
い
り
は　

大
和
路
か
け
て

夜
は
高
田
の
町
ど
ま
り

※
（
囃
子
）

夜
あ
け
か
ら
す
が　

龍
王
さ
ま
の

杜
の
あ
た
り
を
鳴
い
て
ゆ
く

※
（
囃
子
）

こ
の
曲
は
、
昭
和
12
年
に
レ
コ
ー
ド

化
さ
れ
、
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
こ
　
何
処
？
の
こ
た
え

　

写
真
は
、
昭
和
51
年
ご
ろ
で
す
。

　

三
和
町
の
JR
高
田
駅
踏
切
東
側

か
ら
北
を
向
い
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
こ
の
周
辺
で
天
神

社
の
神
輿
や
だ
ん
じ
り
が
練
り
歩

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　約1年掛けて準備したリズモー市との50
周年記念事業。皆さんの協力で、無事終了。
無理かもと、あきらめかけた高田デイも、高

田市民・リズモー市民の多大なご協力で、大勢の来場者が。本当
に、ありがとうございました。尚、詳しくは本誌10月号で。(Y)

　大和高田市とリズモー市の姉妹都市交流50周年という、歴史的瞬間
に立ち会えたことを、嬉しく思います。両市の友好を祝福するように、到
着時から帰国時まで、晴天が続き、季節は冬ですが、とても涼しく過ごせ
ました。

　奈良県の夏行事「燈花会」に、ボランティアとして参加しました。
「燈花会」は、カップに入れたろうそくを奈良公園一帯に置く行事で、
美しい灯の光で辺りを包みます。ボランティアは、ろうそくの配置や点

灯などを行います。自分の置いたろうそくが点々と火を灯し、綺麗なイルミ
ネーションを作り出した瞬間は、今夏一番の思い出です。

一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　

  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　

  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　
  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　
  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　

  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市
市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

市立中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316
市立土庫公民館 TEL.23-3560
市立菅原公民館 TEL.23-3561
市立陵西公民館 TEL.23-3562
さざんかホール TEL.53-8200� FAX.53-8201
図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415
水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850
総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730
社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298
クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383
保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660
市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908
青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344
生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364
葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001
総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863
総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701
さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535
下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295
高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565
高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292
JR 西日本 TEL.0570-00-2486
近鉄大和高田駅 TEL.52-2414
近鉄高田市駅 TEL.53-2531

◆消費生活相談（要予約）   毎週月・火・木・金曜日　午前10時〜正午  
　　　　　　　　　　　　　午後1時〜 4時　消費生活センター (☎ 22-1101)
◆人権相談・行政相談　毎月第4火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　広報広聴係(☎ 22-1101)
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課(☎ 22-1101)
◆母子相談　月･水･金曜日 午前8時30分〜午後5時15分 児童福祉係(☎22-1101)
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時〜4時　社会福祉協議会(☎ 23-2298）
◆法律相談（要予約）　毎月第2・3火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆司法書士の法律相談（要予約）　毎週月曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆生活相談　毎月第2・3・4水曜日　午後1時〜4時　
　　　※事前にお問い合わせください。社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆成人健康・栄養相談（要予約）　毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時〜10時　保健センター(☎ 23-6661)
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時〜正午　午後1時
　　〜5時（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター(☎ 23-6661)
◆教育ガイダンス　毎週月〜金曜日  午前10時〜午後5時  青少年センター(☎ 23-1322)
◆家庭児童相談　毎週月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時15分　家庭児童相談室 (☎ 23-1195)
◆女性相談（要予約）　第1火曜日･第3金曜日　午前9時15分〜午後0時5分
　　　　　人権施策課(☎22-1101)　
◆住まいづくり相談（第1水曜〜第2水曜の間に予約：定員4名）
　　　　　  第3水曜日　午後1時〜4時10分　　建築住宅課(☎ 22-1101)
◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時〜 4時
　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部(☎22-5288)
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